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第 1 期 近代国家設立期における慈恵・慈善事業、感化救済事業の時期 
↓ 
第 2 期 大正・昭和戦前期における近代社会事業の成立まで 
↓ 
第 3 期 第二次世界大戦の時期 
↓ 
第 4 期 戦後日本における社会福祉の出発と展開の時期 
↓ 















































































































































































(3) David Lundie,“‘Does RE work?’An analysis of the aims, practices and models of 
effectiveness of religious education in the UK.” British Journal of Religious Education 








る――もしくは、行われようとしている。また、2014 年 7 月 6 日～7 日の IFSW
（The International Federation of Social Workers 国際ソーシャルワーカー連盟）
総会および 7 月 10 日の IASSW（The International Association of Schools of Social 
Work 国際ソーシャルワーク学校連盟）総会において、ソーシャルワークのグ



























という 3 つのレベルをもつ重層的なものとなる」という註がついている。 
  このように、より強く専門性と学問性が求められる一方で、欧米から導入し
ただけの理念や政策ではない、自国の文化や思想にもとづいたソーシャルワー
クを考えていこうという動きがある。そのため、「仏教福祉論とは何か」とい
うことを言語化するという作業も、今後ますます重要になってくると考えられ
る。 
